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• 【下野七廻り鏡塚古墳出土品】

• （しもつけななまわりかがみづかこふんしゅつどひん）

• ●指定年月日 昭和61年6月6日指定

• ●所在地 栃木市大平町西山田

• ●公開状況 公開（有料） おおひら歴史民俗資料館内に展示（月曜休館）

• ●文化財概要

• 昭和４４年４月１３日、宅地造成工事によって発見された下野七廻り鏡塚古墳は、
旧大平町及び県教育委員会等の関係機関によって発掘調査が数回にわたり実
施され、その結果、古墳基底部と推定された箇所より我が国最大といわれる舟形
木棺や組合せ木棺が発見された。

• 古墳は高さが５ｍ前後、直径が約３０ｍの円墳で、巾５～７ｍの周溝がめぐって
いた。木棺は５ｍ以上の深さにあたる位置から涌水のある青色粘土層に掘りこま
れた状態で発見された。

• 木棺は初めて全貌が明らかになった例として貴重である。組合せ木棺はヒノキ
材であった。

• 副葬品についても、刀身・鞘・把木・三輪玉から成る大刀、黒漆塗弓、柄・石突の
完存する矛、篦（の）の残る鉄鏃など湧水の影響を受けて、木製の部位や靱の皮
革部、毛編物残欠など、これまでの古墳出土遺品ではその細部を把握できなかっ
た遺品も良く遺存している。







標準パターン
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• 下記論文より借用

日韓交渉史研究と年輪年代学 -日本における課題-
藤井裕之著（奈良文化財研究書 埋蔵物文化センター（客員研究員）



年輪年代法（年輪年代測定法）：概要紹介

• 樹木の年輪を使って、古い建築物や木材の年代を測定する方法

• 世界では

• 毎年一層ずつ形成される年輪の生長度合いは、気象条件などに左右される。年輪幅の広い
年と狭い年があり、その年輪幅の変化パターンを、数十年以上の長期間で比較することで、
樹木・木材の年代を測定する方法。

• 古代の木材に適用されると、1年単位で正確に判明する画期的な年代測定法。

• 1920年代から欧米で開発され、ドイツでは10,000年・米国では8,500年の標準パターンが得ら
れ実用化されている。

• 日本では、適用に否定的な見解があったが、本格的研究開始が1980年代に開始された。

• 日本では

• 奈良文研（奈良文化財研究所）の光谷拓実氏が、実用性があるものを開発。

• 木曽のヒノキ材および近畿地方の建物に使用された木材により現在から古代に渡る
年輪成長パターンを標準化し、2種類の標準パターンを作成した。

• この標準パターンと調査対象の木材の年輪を比較することにより、木材の年輪年代を
特定し、樹皮までも残る木材に関しては、伐採年代を特定できる。

• 年輪年代測定法の特徴

• 土器の編年などによる年代測定は、相対的には精度が有っても、絶対年代が特定できなかった

• 年輪年代法は、年単位の正確さで計測が可能となる画期的なもの。
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弥生～古墳時代
年輪年代測定

成果

•
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日本の歴史・考古学へ与える大きな影響
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年輪年代法への問題提起 ①

• 『光谷氏が独自に開発したこの手法の基礎データは公開されておらず、チェックする同業者が一人も
いない。自然科学の実験データや操作は互いにチェックし合う者がいないほど危ういものはない』
と、纒向学研究センターセンター：寺沢薫氏。

• 「年輪年代法を巡って」 と題するHP http://wwr2.ucom.ne.jp/hetoyc15/hitori/nenrin1.htm で、小林滋氏が
指摘した文面が、論理的に良くまとまっているので、借用する。

– 2002年10月12日付の朝日新聞夕刊（第2版）第5面の「ウイークエンドサイエンス＆テクノロジー」に掲載された
竹石涼子記者による署名入りの特集記事「年代測定法」に対する質問として提示されたものを上記に掲載。

1. 実際のところ、日本において「年輪年代法」を研究しているのは、「奈良文化財研究所の光谷拓実・古環境研
究室長」お一人（もしくはその研究グループ）に過ぎないのです。

• 「年輪年代法」を検討した研究者には周知の話ですが、一般の読者にはわからないことです。

2. ある遺跡から発掘された木材の伐採年を発表するに際して、他の研究者（仮に存在するとして）が再度検証
できるようなデータは一切提示されることなく

• 従来から、「伐採年は○○年である」との測定結果だけが単に示されてきております。

• これでは、極端に申し上げれば、神の御託宣ともいえるのではないでしょうか？

3. 以上の二点から帰結します「年輪年代法」の大きな欠陥とは、次のような事柄ではないかと考えております。

 「科学」、特に「自然科学」の分野であったなら絶対的に必須とされる、

 他の研究者（当然のことながら、同じ組織には所属しない）により、

 同一の方法に従って行なわれる検証（チェック・追試）の手続きが、

• 「年輪年代法」にあってはこれまでのところ一切なされていないこと、

 この点が先ず以って問題点として取り上げられるべきではないかと考えております。
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日本書紀の記述と年輪年代の差異が有る
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炭素14年代測定法の原理

• 自然環境では、炭素12（99％）と炭素13（1％）が
存在する。

– その外に極微量の炭素14が存在する。

• 炭素14は不安定で、半減期5700年
で崩壊する

• 炭素１２，１３，１４は、植物に取り込まれる
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 炭素14は、
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• 宇宙線の多少により生成する炭素14の数が変わる
– 太陽の黒点活動が活発か否かで、宇宙線の量が変わる。 空気中の炭素14の数が変わる。

• 炭素12と炭素14の比率は、時期によって変化する

– 従って、半減期によって生まれる変化量は、時期によって違う

– 計測結果から単純計算では年数は出ない

– その時々の樹木などからデータを取り

補正する（較正する）曲線を作る必要あり

• 較正曲線の作り方
– 年齢（樹齢）の判っている木材の年輪の炭素14を計測

• その結果を曲線グラフにすると較正曲線になる。

– 欧米では、年輪年代法が確立し、十分なサンプル数

があり、そのデータで、から国際較正曲線が作られた。

 問題点：

 空気中に含まれる炭素14の数は、南半球・北半球で違い

があることが判明。

 欧米のデータが、世界中で使える訳ではない。

• 日本は欧米とも違うことが判った。



• 坂本稔・今村峯雄 ：国立歴史民俗博物館情報資料研究部 (285千葉県佐倉市城内町117)

• 光谷拓実 ：奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター (630奈良県奈良市二条町2-9-1)

• 中村俊夫 ：名古屋大学年代測定資料研究センター (464101愛知県名古屋市千種区不老町

• 年輪年代と炭素14年代との相互補完
– 一本の原生木ないし伐採年の判明している樹木試料か らたどったものではなく,

– 複数試料の年輪のパターンを重ね合せて構築されたものである｡

– 統計学的な手法を用いているものの,炭素14年代法か らもその重複を保証することが

• 複数の年輪層の採取

– 年輪年代の確定 した樹木試料の各年輪層ごとに炭素14年代を適用し,複数の年輪層を一括 して扱い,炭素14年代法による測定
結果は対象期間の平均値 として扱う｡

– 14Cは,高層大気中の14Nが宇宙線の二次中性子に照射されて生じる。宇宙線の強度は11年周期の変動が指摘されており,対応
する周期的変動が年輪層ごとの14C濃度にも現れる[4]｡ 11年を1単位として年輪層の採取を行うことで,太陽活動の効果を相殺
した平均値を得ることを考えている



• 奈文研の光谷氏の計測した樹木の年代を「正」として、

名古屋大学の設備で、炭素14の計測を行い

国立民族学研究所が取りまとめを行い

日本向けの較正曲線を作成 → JCAL

• 日本産樹木とその計測値が国際的に認められ、昨年
Intcal20が発表された。

• 日本での炭素14年代測定に使用されることになる
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年輪年代法

暦年標準パターン

年輪年代法で確定された年代

マスタークロノロジー

酸素同位体比年輪年代法 炭素14年代測定法

較正曲線 IntCal 
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